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東京医科大学免疫・アレルギー研究会
日
会
世話人
特別講演
（座長は林
（一般演題4～6），福武勝幸（一般演題7～9））
時平成3年11月19日（火）
　　午後5時30分
場東京医科大学病院
　　本館6階臨床講堂
　　病理学第一講座　嶋田裕之
　　HIVの病理
　　国立予防衛生研究所
　　エイズ研究センター・病理
　　　　　　　　　　　佐多徹太郎博士
　　　　徹（一般演題1～3），古賀道之
　　2．　実験的抗カルジオリピン（CL）症候群作製の
　　　試み（第3報）
（血清学）　　佐藤進一郎、下邦明、趙方萄
　　　　　　　鈴田達男
（病理学笥）　　佐々　　弓ム
【目的】先の本研究会でウサギに抗カルジオリピン（CL）
症候群と類似した自己免疫性病変を作製し得ることを報告
したが、今回その知見を一層拡充し、この動物モデルの有
用性を検討した。
【方法】前回と同じ抗原（CL＋梅毒血清、同種ミトコン
ドリア（MtDで免疫し、計28羽のウサギに10週間抗
CL抗体価、血液学的、生化学的および形態学的検索を行
った。
【結果】瞥見でMt群の3／6に肉眼的に肺表面の高度な
小結節を示し、標識抗体法で病変部位にTgの沈着を認め
た。組織学的に肺の散在性の結節状病変をMt群は6例中
全例に認めたが、FCA対照群でも4例中2例に認められ
た。Mt群では対照群に比較し、強い集合性の病変が存在
し、全般的に著明な変化を示した。肝についても同様な病
変を示し、さらにMt群では心、腎、脾にも変化を認めた。
一方、免疫複合体（IC）群では、抗原過剰ICが抗体過
剰および最適比ICより著明な病変を示した。　ICおよび
Mt両群とも血小板数は、一過性の増加傾向の後、抗CL
抗体の産生時期に一致して減少したが、赤血球数、白血球
数は有意な変化を示さなかった。両差ともCしに対する抗
体は産生されたが、APTTの延長は認められなかった。
　1．　感作状態下で作製した家兎肉芽組織にお
　　　　ける間質成分の分布についての免疫組織
　　　　学的観察
（病理学第一）　西川純子、綿鍋維男、鈴木晟幹、
　　　　　　　　　小島英明、嶋田裕之
　ウシ血清アルブミン（BSA）含有アラムを家兎に
感作後、惹起注射すると心などの多臓器組織や非
特異的肉芽腫にフィブリノイド動脈炎などが観察
されることを報告した。今回は感作状態下での新
生結合組織における間質物質の動態にっき免疫組
織学的に検索した。〔材料と方法〕BSA吸着K一ア
ラムを家兎foot　padに皮内注射、一方、背部皮
内に抗原を含まぬ非特異的アラム肉芽腫およびセ
ルローススポンジ異物型肉芽組織を作製した。感
作21日目に各肉芽腫を採取、特異抗体、1、III型
コラーゲン、各種プロテオグリカンの分布につき、
免疫組織学的に検索した。　〔結果および考察〕感
作21日目では、1，III型コラーゲン、コンドロイチ
ン硫酸A，Cが肉芽腫の被膜および肉芽腫内に陽
性、特異抗体およびデルマタン硫酸は新生コラー
ゲン線維に一致して陽性であった。また、肉芽腫
局所に特異抗体陽性形質細胞の浸潤が認められた。
感作状態下では非特異的肉芽組織でも間質成分は
免疫学的な影響を受けていることが示唆された。
　3．　マウス肝転移モデルに対する免疫療法の単独効果
　　　　及び投与経路の検討
（第三外科学）○海瀬　博史，永楽　　仁，中島　　厚，
　　　　　　　日馬　幹弘，小柳　泰久，木†倖三郎
肝転移症例におけるPSK単独投与による有効性を検討し，
その投与経路について検討を行なった。マウス大腸癌株
Colon　26を脾臓内に注入し翌日よりPSKを経口群，静注群に
分け，移植15日目に屠殺し肝転移巣数と原発巣重量を測定
した。同時に血清中IAP定量，肝の免疫組織染色により肝転
移巣抑制効果を検討した。延命効果は経口群，腹腔群，静注
群に分け延命生存効果および血清中のIAP量を測定した。
結果：肝臓転移抑制効果は経口群において有意差を認め
た。原発巣重量は経口群のみ低値で，血清中IAP量は各群に
おいて有意差はなかった。組織免疫染色ではLyt　lに強い増
強が見られた。生命生存効果は殆どの群で延長を認めたが
有意差はなかった。　血清中IAP量は腹腔群，静脈群，経口群
の順で抑制された。　考案：PSKは経口投与において肝転移
に対し抑制的に働くことが示唆された。単独投与では予後
に影響を与えることは困難であり、集学的療法に加えるこ
とにより延命効果の増強が期待できる。
（1）
